































































































和 14)年9月3日、イギ リス、フランスが ドイツに宣戦を布告し、第 2次
世界大戦に突入する。イタリアが、イギ リス、フランスに宣戦を布告するの




































ンドはイギ リスの植民地、「日本とヨーロッパ (1917～1925年)」 では、ヨー
ロッパの大戦を、アジアの日本人深井英五とヨーロッパのイギリス人」.M.ケ
インズがどのように第 1次世界大戦を見たかで、第 1次世界大戦期の日本と



















江戸時代の古典といえば、井原西鶴 (1642～1693年)、 松尾芭蕉 (1644









































































































































































































































あしはら    みず ほ「葦原の 瑞穂の国を 天降り 君臨された 天孫の 御末の天皇が 幾代
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も 天つ神の御領土として 知ろしめした 大御代ごとに 治められる 四
方の国々は 山も川も 広大なので奉る 貢の宝は 数えきれず 挙げ尽せ
ない しかしながら わが大君が 諸人に 仏の道を唱導され 大仏建立と
いう素晴しい事業を お始めになったが 黄金が 果 してあろうかと 思わ
れて ごノい痛遊ばしていたところ (鶏が鳴く)東の国の 陸奥の国の 小田
郡の山に黄金が出ましたと 奏上したので 愁眉を お開きになり 『天地の
神祗も共に賞で 皇祖神の 御霊のご加護もあって 遠い昔 このように
金を産したことを 朕が御代にも 再現したので この国は 栄えるであろ
う』と 大御心に お思いになり もろもろの 官人たちを励まして お指
図のままに 老人も 女子供もめいめいの 満足するまで いたわって お
や りになるので このことが なんとも恭 く いよいよもって うれしく
思い 大伴の 遠い祖先の その名を 大久米主と 呼ばれて 奉仕した職
柄ゆえ 『海に行くのなら 水びたしの屍 山に行くのなら 草むした屍をさ
らしても 大君の お傍で死のう 後悔は しない (海行かば 水漬く屍
山行かば 草生す屍 大君の 辺にこそ死なめ 顧みはせじ)』 と誓って ま
すらおの 汚れなき名を 昔から今のこの世に 伝えてきた 栄えある家の
子孫なのだぞ 大伴と 佐伯の氏は 先祖の 立てた誓いに 子孫は 先祖
の名を継ぎ 大君に 従うものだと 言い伝えた 名誉の家なのだ 『梓弓を
手に取 り持って 剣太刀を 腰に取 り侃き 朝夕 常に警固し 大君の
御門の警備に 我らをおいて 人はまたとなかろう』と更に誓い 決意を固




































「ますらをの 心思ほゆ 大君の 命の幸を<一に云ふ、「の」> 聞けば
貴み<一に云ふ、「貴くしあれば」>(ますらおの 心とはこういうものと知っ
た 大君の 恭い仰せを<また「が」> 承れば貴くて<また「貴くあるので」
>)」(259ページ。)
「大伴の 遠つ神祖の 奥つ城は 著く標立て 人の知るべく (大伴の 遠
い先祖の 御霊屋は はっきり印をせよ 人がそれと知るほどに)」(260ペー
ジ。)


























































名付けて蒐田の穿邑 (略。)という。天皇は 勅 して日臣命を褒賞されて、『お
前は忠誠にして武勇の臣である。またよく先導の功績があった。これからは、
お前の名を改めて道臣としよう』と仰せられた。」(前掲書、205～206ページ。)
また、『新編、日本古典文学全集 第 1巻』 (/J学ヽ館 1997年)によれば、『古
事記』中巻の 「神武天皇」の項に次の文章がある。





























































































































































から採られている。『万葉集』の第 17から第 20巻は、大伴家持の 「歌日誌」
と一般的に言われているものである。
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